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Software development is a very human-intensive activities. This dissertation proposes

a framework for Open Source Software (OSS) development project that represents

human factors as "Human Capital." The proposed framework is a benchmark to

measure the reliability and sustainability of OSS development projects. To devise the

framework for OSS Human Capital, a systematic mapping study to 78 Software

Engineering studies was carried out and revealed four dimensions; (1) capacity for skill

attainment, (2) deployment for workforce, (3) development for access to learning, and

(4) know-how for knowledge sharing. The key outcome is aset of 13 indicators and

12 metrics for constructing a Human Capital Index (HCI). The dimension of

deployment and knowledge are studies through the population structure of 90 OSS

development projects, using the demographic approach. The second study investigates

the characteristics of contributors' activities in OSS development for capacity. The final

study is the construction and evaluation of the HCI framework. The empirical study

evaluates the HCI of OSS development projects, classifying 1,418 project into for types:

wealthy, becoming wealthy, becoming poor and poor, Furthermore, a HCI dimension

plot is useful to show human activity in OSS development projects. This dissertation

provides an evidence-based comprehensive framework to help practitioners in Software

Engineering to und-erstand the human capital in their projects.
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氏 名 尾上 紗野

（論文審査結果 の要旨）

本 論 文 は， オ ー プ ン ソー ス ソ フ トウ ェア （OSS） 開 発 にお け る人 的要 因 を ヒュー マ

ン ・キ ャ ピタ ル （人 的 資 本 ） と して捉 え る フ レー ム ワ ー ク を提 案 す る もの で あ る．人

的 資 本 とは，人 間 が 持 つ 知 能 や 技 能 とい った 能 力 を資本 と して捉 え る概 念 で あ り， 同

フ レー ム ワー ク は，OSS開 発 プ ロジ ェ ク トの信 頼 性 と持 続 可 能 性 の 計 測 を可 能 とす

る．そ の構 築 の た め，2013年 か ら2017年 に 出版 され た ソ フ トウ ェ ァ工 学 分 野 の5つ

の 学 術 論 文 誌 と4つ の 国 際 会議 にお け る にお け る78編 の 発 表 論 文 を分 析 し， ソ フ ト

ウ ェ ア 工 学 開 発 に お け る人 的 要 因 が ， （1）Capacity， （2）Deployment， （3）

Development， （4）Know－howの4つ の 要 素 に分 類 され る こ と を明 らか に した． そ

の上 で ， 人 的 資 本 を捉 え るた めの13の 尺 度 を提 案 し，12の 指標 を定 義 して い る．特

に， （2）Deploymentと （4）Know－howに 関 して は，新 た に提 案 した 「ソ フ トウ ェ

ア人 ロ ピ ラ ミ ッ ド」を用 い て90のOSS開 発 プ ロジ ェ ク トに お け る人 口構 造 を 明 らか

に し， 貢 献 者 （開 発 へ の貢 献 が 特 に顕 著 な 開発 者 ） の獲 得 と維 持 に係 る指 標 ， 及 び，

貢 献 者 の多 様 性 に 関 す る指 標 を定 義 す る こ とに成 功 して い る．ま た，（1）Capacityに

関 して は，OSS開 発 にお け る貢 献 者 の活 動 を調 査 し，そ の特 徴 か ら貢 献 者 の 自己学 習

に係 る指 標 を実 現 して い る．更 に，1，418に の ぼ るOSSプ ロジ ェ ク トの デ ー タ に基 づ

き，OSS開 発 にお け る ヒュー マ ン ・キ ャ ピタ ル （人 的 資 本 ） の 指標 を構 築 して い る．

この 指 標 を用 い る こ とで ，OSS開 発 プ ロ ジ ェ ク トを，Wealthy，BecomeWealthy，

BecomePoor，Poorの4つ に分類 す る こ とが 可 能 で あ り，指 標 値 の推 移 を分 析 す る こ

とで ，OSS開 発 プ ロジ ェ ク トの人 的 資本 に特 に影 響 を与 え る要 因 の特 定 も可 能 と して

い る．

以 上 の とお り， 本 論 文 は， 多数 の論 文 やOSS開 発 プ ロジ ェ ク トを丹 念 に分析 す る

こ とで 得 られ た知 見 に基 づ き，OSS開 発 プ ロジ ェ ク トを人 的 資 本 とい う観 点 で 特徴 づ

け，分 類 す る と共 に，人 的資 本 の推 移 や そ の 要 因 につ い て の 定 量 的評 価 を可 能 と して

い る．提 案 す る フ レー ム ワ ー ク はOSS開 発 プ ロ ジ ェ ク トを対 象 と した もの で あ るが，

フ レー ム ワ ー ク構 築 に至 る ア プ ロー チ ，ま た，導 出 され た 尺 度 や指 標 は，OSS開 発 プ

ロ ジ ェ ク ト以 外 に も応 用 や 援 用 が可 能 で あ る．広 くソ フ トウ ェ ア開 発 ， そ して， ソ フ

トウ ェ ア工 学 研 究 の発 展 に大 き く貢 献 す る こ とか ら，博 士 （工 学 ）論 文 と して価 値 あ

る も の と認 め る．


